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19～18 57 56 98 57 百 57 百 57 百 57 百 55 96 49 86 57 百 50 88 53 93
17～16 85 68 80 72 85 80 94 76 89 74 87 77 91 50 59 66 78 44 52 73 86
15～14 83 43 52 42 51 76 92 64 77 57 69 75 90 23 28 52 63 12 14 71 86
13～12 80 27 34 24 30 55 69 56 70 52 65 46 58 6 8 53 66 11 14 48 60
11～10 54 4 7 8 15 25 46 28 52 27 50 23 43 3 6 24 44 3 6 28 52
9～8 39 1 3 3 8 7 18 11 28 12 31 9 23 2 5 18 46 2 5 13 33
7～6 16 0 0 0 0 2 13 1 6 1 6 3 19 0 0 8 50 1 6 4 25
5～4 11 0 0 0 0 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0 5 45 0 0 1 9



































50% に及ばない者の特徴とされた特徴を両方備えているグラフを B 群とし，表3.1と表3.2の










19～18 57 57 百 57 百 49 86 57 百 57 百 57 百 57 百 57 百 56 98
17～16 85 84 99 82 96 59 69 85 百 85 百 85 百 84 99 85 百 69 81
15～14 83 83 百 82 99 44 53 83 百 83 百 83 百 81 98 83 百 63 76
13～12 80 79 99 76 95 34 43 79 99 77 96 78 98 78 98 80 百 39 49
11～10 54 52 96 51 94 16 30 53 98 52 96 54 百 51 94 52 96 22 41
9～8 39 36 92 30 77 12 31 33 85 36 92 32 82 34 87 37 95 7 18
7～6 16 14 88 13 81 3 19 11 69 15 94 13 81 9 56 9 56 0 0
5～4 11 7 64 6 55 0 0 2 18 8 73 5 45 7 64 6 55 0 0





















































































































22 日本語学習では、会話中心のカリキュラムが最もいい。 2.46 2.32
25 日本語学習では、文法中心のカリキュラムが最もいい。 3.27 2.63
37 日本語の学習では話したり聞いたりする練習が重要である。 1.62 1.47
45 会話練習をしなくても、学習した文法項目をつなげれば会話はできる。 3.35 3.21


























42 時間がかかっても、やさしい文型から難しい文型へ徐々に積み上げて行く方が、最終的に実力がつく 2.23 1.47





20 日本語を話す時、文法的に間違っていても、相手に通じればそれでいい。 3.04 2.55
24 日本語を読んだり聞いたりしているときにわからない語が出てきたら、その語の意味を推測してもかまわない。 2.54 2.71
50 正確な発音で日本語を話すことは重要である。 1.73 1.72
11 正確な文法で日本語を話すことは重要である。 2.23 1.94
16 日本語の学習をしていて、初級の段階で誤用が直されなかったら、それが中上級になっても残ってしまい、後で直すことが難しくなる。 2.19 1.75
























34 日本語の学習で、大量の反復練習は重要だ。 1.73 2.02
3 日本語を学習するとき、ひとりひとり言わされる口頭練習は好きではない。 3.54 3.89





7 日本語学習のクラスで、ゲームなどの活動は勉強している気がしないから好きではない。 3.23 3.83
30 日本語の学習で、ゲームやペアワークを使った学習者同士の教室活動は効果がある 2.73 1.87
8 日本語を学習するとき、自分で会話などの活動をするよりも、教師から講義形式で教えてもらう方が自分には向いている。 2.08 3.78
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３.　最後に
　以上が，本学留学生の実情に応じた日本語教材についての第５の報告である。
　１. で示した解釈と，前回報告した解釈とを突き合わせてみると，前回報告した解釈は変更せ
ざるを得ない。すなわち，現在我々に示唆されていることは，学生の語彙・表現に関する理解は，
優秀な層と未熟な層だけに分かれるものでなく，さらに中間の複雑な様相を示す層が存在すると
いうことである。そして，この現時点での解釈もまた，暫定的なものであることを認めざるを得
ない。
　２. で得た本学中国人留学生のビリーフに関する示唆を，ニーズに関するものとして解釈し直
すなら，本学中国人留学生はコミュニケーション中心，会話中心の学習に向いたビリーフを持ち，
したがってコミュニケーションのための日本語，会話のための日本語に対するニーズは高いと考
えることができる。しかし，文法知識も等閑に付しているわけではなく，学習時には正確な文法
知識に対する要求はむしろ高いということが示唆されている。そして，基礎学習に関しては反復
練習をいとわないが，応用学習に関しては会話，ゲーム主体よりも講義形式へのニーズの方が高
いことが伺われる。
　本研究でこれまで報告してきた教材は，本年度夏季休暇までに語彙リストを完成させ，例文作
成中であるが，本報告の内容と総合するなら，語彙・表現において未熟な層と複雑な様相を示す
中間層を優秀な層に高めるために，学生が求める正確な文法知識を反映した形式で用いることの
できるよう教材作成に当たるということになろう。それは，例えばこの報告で示した調査結果を，
学生との共同作業の中で，主観頼りという限界を踏まえつつ検討しながらのものになるに違いない。
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